
は
じ
め
に

立
命
館
大
学
図
書
館
に
は
西
園
寺
文
庫
が
あ
り
、
お
よ
そ
七
千
冊
の
貴
重

書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
は
、
二
〇
一
五
年
度
開
講
授
業
「
専
門
演
習

Ⅰ
（D

A

）」「
専
門
演
習
Ⅱ
（D

A

）」
に
お
い
て
、
西
園
寺
文
庫
を
調
査
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
西
園
寺
公
望
や
西
園
寺
家
に
関
し
て
調
べ
、
西
園
寺
文

庫
の
貴
重
書
を
閲
覧
す
る
過
程
で
、
近
世
前
期
の
当
主
、
西
園
寺
実
輔
と
そ

の
蔵
書
に
興
味
を
抱
い
た
。

本
論
文
で
は
、
西
園
寺
文
庫
所
蔵
で
、
西
園
寺
実
輔
の
蔵
書
と
思
わ
れ
る

『
新
院
御
会
部
類
集
』（〈SB

911.157/Te37

〉）
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
節

西
園
寺
文
庫
の
沿
革
と
西
園
寺
公
望

西
園
寺
文
庫
に
つ
い
て
は
、
立
命
館
創
始
百
二
十
年
（
学
園
創
立
九
十
周

年
）
記
念
と
し
て
作
成
さ
れ
た
『
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
西
園
寺
文
庫
目

録
』（
立
命
館
大
学
図
書
館
編
集
・
発
行

一
九
九
〇
年
）
に
詳
し
い
。
以

下
、
同
書
な
ど
を
参
考
に
、
西
園
寺
文
庫
の
沿
革
と
西
園
寺
公
望
の
経
歴
を

論
述
す
る
。

西
園
寺
公
望
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
、
京
都
御
所
内
の
邸
に
家

塾
「
立
命
館
」
を
開
設
す
る
が
、
間
も
な
く
し
て
太
政
官
の
命
に
よ
り
閉
鎖

さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
、
中
川
小
十
郎

が
家
塾
「
立
命
館
」
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
「
私
立
京
都
法
政
学
校
」
を
創
立

す
る
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）、
中
川
小
十
郎
は
、
西
園
寺
公
望
か

ら
許
諾
を
得
て
、「
立
命
館
」
の
名
称
を
継
承
す
る
。

西
園
寺
公
望
は
自
身
が
開
設
し
た
家
塾
「
立
命
館
」
の
精
神
を
受
け
継
い

だ
「
立
命
館
大
学
」
に
関
心
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
た
め
、
大
学
に
蔵
書
を

寄
贈
し
て
い
る
。
寄
贈
は
三
度
に
及
ぶ
。
最
初
の
寄
贈
は
、
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）、
英
・
仏
書
百
八
十
冊
で
あ
る
。
つ
い
で
、
昭
和
六
年
（
一
九

三
一
）
に
和
漢
書
三
百
冊
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
和
漢
書
六
千
六

百
七
十
一
冊
で
あ
る
。
立
命
館
大
学
で
は
、
こ
れ
ら
を
保
存
活
用
す
る
た

め
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、
西
園
寺
文
庫
を
創
設
し
た
。

西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ
い
て

中

島

結

香
六
七



西
園
寺
文
庫
の
資
料
に
は
、
清
華
家
で
あ
る
西
園
寺
家
伝
来
の
古
籍
や
、

近
代
の
政
治
家
西
園
寺
公
望
関
連
の
伝
記
資
料
な
ど
が
含
ま
れ
、
学
術
的
価

値
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
西
園
寺
公
望
か
ら
贈
ら
れ
た
資
料
に
、
大
学
が
収
集

し
た
図
書
・
資
料
を
加
え
、
現
在
お
よ
そ
七
千
冊
が
保
管
さ
れ
る
。『
立
命

館
大
学
図
書
館
蔵
西
園
寺
文
庫
目
録
』
収
録
点
数
は
、
凡
例
に
よ
る
と
、
漢

籍
四
百
十
三
点
、
和
書
二
千
八
百
八
十
四
点
、
洋
書
百
七
十
四
点
、
逐
次
刊

行
物
三
十
九
点
、
諸
資
料
百
六
十
一
点
、
学
宝
類
三
百
十
七
点
で
あ
る
。

西
園
寺
公
望
（
一
八
四
九
│
一
九
四
〇
）
は
、
旧
堂
上
公
家
で
清
華
家
の

徳
大
寺
公
純
（
一
八
二
一
│
一
八
八
三
）
の
二
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ

る
。
同
じ
く
清
華
家
の
西
園
寺
師
季
（
一
八
二
六
│
一
八
五
一
）
の
養
子
と

な
る
。

維
新
時
に
は
山
陰
道
鎮
撫
総
督
や
三
等
陸
軍
将
・
新
潟
府
知
事
な
ど
を
歴

任
し
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
た
。
明
治
十

三
年
（
一
八
八
〇
）
に
帰
朝
後
は
、
参
事
院
議
官
補
・
同
議
官
と
な
り
、
明

治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
七
月
の
華
族
令
公
布
に
際
し
て
侯
爵
を
授
け
ら
れ

る
。
そ
の
後
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
箚
特
命
全
権
公
使
や
ド

イ
ツ
駐
箚
特
命
全
権
公
使
・
賞
勲
局
総
裁
・
貴
族
院
副
議
長
・
枢
密
顧
問
官

な
ど
の
諸
官
を
歴
任
し
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
月
に
は
、
第
二

伊
藤
博
文
内
閣
で
文
部
大
臣
・
外
務
大
臣
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

一
月
に
は
、
第
三
次
伊
藤
内
閣
で
文
部
大
臣
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇

〇
）
十
月
に
は
枢
密
院
議
長
と
な
り
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月

に
伊
藤
の
あ
と
を
う
け
て
立
憲
政
友
会
総
裁
に
就
任
し
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
一
月
か
ら
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
七
月
ま
で
、
ま
た

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
か
ら
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
二
月

の
間
、
二
度
内
閣
総
理
大
臣
を
つ
と
め
た
。
以
後
、
元
老
に
列
し
、
大
正
八

年
（
一
九
一
九
）
一
月
か
ら
は
、
パ
リ
講
和
会
議
全
権
委
員
の
首
席
と
な
っ

た
。西

園
寺
公
望
は
、
聡
明
で
、
広
い
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
穏
健
な
自
由
主

義
者
で
あ
り
、
和
漢
洋
の
学
問
や
詩
文
に
も
造
詣
が
深
く
、
多
趣
味
で
洗
練

さ
れ
た
文
化
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
貴
族
的
気
質
に
富
み
、
過
度

に
物
事
に
熱
中
す
る
こ
と
に
乏
し
く
、
権
力
・
富
・
名
誉
な
ど
に
も
恬
淡
た

る
性
格
で
、
そ
の
点
、
政
治
家
と
し
て
は
気
力
・
意
欲
に
欠
け
る
嫌
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
一
月
二
十
四
日
、
静

岡
県
の
別
邸
坐
漁
荘
（
現
在
の
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
興
津
清
見
寺
町
）
で

死
去
。
享
年
、
九
十
二
歳
。
同
年
十
二
月
五
日
、
東
京
日
比
谷
公
園
に
お
い

（
�
）

て
、
国
葬
が
行
わ
れ
た
。
墓
は
、
東
京
世
田
谷
の
西
園
寺
家
墓
地
に
あ
る
。

第
二
節
『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
書
誌
と
問
題
点

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』〈SB

911.157/Te37

〉）
は
、
袋
綴
冊
子
本
一
冊
。
寸
法
は
、
縦
二
八
・
六
糎
、

横
二
〇
・
六
糎
。
表
紙
は
、
薄
萌
葱
色
無
地
紙
表
紙
。
表
紙
の
左
肩
に
、
打

付
書
き
で
、
外
題
「
新
院
御
会
部
類
集

自
天
和
二
至
三
」
と
墨
書
さ
れ

る
。
内
題
は
「
天
和
二
年
九
月
四
日

新
院
御
当
座
」
と
あ
る
。
一
面
一
一

行
書
き
。
墨
付
丁
数
六
二
丁
。
遊
紙
は
、
巻
頭
に
三
丁
、
巻
末
に
二
丁
。
巻

頭
に
、
双
郭
陽
刻
方
形
朱
印
（
印
文
「
実
輔
」）
を
捺
す
。

六
八



内
容
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
九
月
四
日
か
ら
、
翌
天
和
三
年
（
一

六
八
三
）
十
二
月
十
六
日
ま
で
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
新
院
（
後
西
院
、
一

六
三
七
│
一
六
八
五
）
主
催
の
和
歌
御
会
（
計
二
十
九
回
）
に
て
詠
ま
れ
た

和
歌
で
あ
る
。
御
会
は
実
施
さ
れ
た
日
付
の
順
で
あ
り
、
御
会
ご
と
に
、
題

と
作
者
と
和
歌
が
示
さ
れ
る
。
原
則
、
兼
日
は
、
作
者
の
身
分
秩
序
に
よ

り
、
当
座
は
題
に
よ
り
、
配
列
さ
れ
て
い
る
。

『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
は
、「
実
輔
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
西
園
寺
実
輔
（
一
六
六
一
│
一
六
八
五
）
の
蔵
書
印
と
思
わ
れ
る
。
橋

本
政
宣
『
公
家
事
典
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、
西
園

寺
実
輔
は
、
関
白
従
一
位
左
大
臣
鷹
司
房
輔
（
一
六
三
七
│
一
七
〇
〇
）
の

二
男
で
あ
り
、
西
園
寺
公
遂
（
一
六
六
三
│
一
六
七
八
）
の
後
継
と
し
て
、

西
園
寺
家
に
入
っ
た
。
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
八
月
十
一
日
、
権
中
納
言

と
な
り
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
十
一
月
三
十
日
、
前
名
、
兼
敦
を
実
輔

と
改
名
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
二
月
十
四
日
、
中
宮
権
大
夫
と
な
る
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
一
月
五
日
、
二
十
五
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

西
園
寺
実
輔
の
死
去
に
は
、
不
可
解
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

四
日
、（
略
）

前
関
白
息

一
、
又
伝
聞
、
元
日
之
夜
西
園
寺
大
納
言
乱
心
、
内
儀
西
園
寺
実
晴
ノ
弟
、

南
部（「
南
都
」カ
）北
院
還
俗
ノ
人
ノ
息
女
也
、ヲ
刺
殺
、
其
外
追
従
ノ
女
房
三
人

手
負
、
自
身
ハ
自
害
也
、
し
か
れ
と
も
至
今
日
い
ま
た
不
死
者
療
治
最

中
云
々
、
奇
妙
之
事
也
、
又
一
説
ニ
自
身
も
即
時
死
去
云
々
、
い
ま
た

実
説
不
分
明
、

五
日
、
泉
涌
参
詣
、
西
園
寺
死
去
也
、
後
ニ
聞
ケ
ハ
非
乱
心
、
有
故
之
事

也
云
々
、

（
�
）

（『
尭
恕
法
親
王
日
記
』
貞
享
二
年
正
月
四
日
条
・
同
五
日
条
）

右
に
掲
げ
た
妙
法
院
宮
尭
恕
法
親
王
の
日
記
『
尭
恕
法
親
王
日
記
』
に
よ

る
と
、
西
園
寺
実
輔
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
元
日
に
「
乱
心
」

し
、
室
を
刺
殺
し
、
自
身
も
自
害
し
た
と
い
う
が
、
同
四
日
の
時
点
で
「
い

ま
た
不
死
」
で
「
療
治
最
中
」
と
も
い
い
、
一
説
に
は
「
即
時
死
去
」
と
も

い
う
な
ど
、
情
報
が
錯
綜
し
て
お
り
、「
実
説
不
分
明
」
で
あ
る
と
い
う
。

同
五
日
条
に
は
、「
死
去
也
」
と
す
る
が
、「
非
乱
心
」
と
さ
れ
て
い
る
。

西
園
寺
実
輔
の
死
去
の
時
期
に
よ
り
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
は
、
近
世

前
期
の
書
写
で
あ
り
、
収
載
和
歌
御
会
最
終
の
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
十

二
月
十
六
日
以
降
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
正
月
五
日
ま
で
に
写
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

第
三
節

収
載
和
歌
御
会
と
出
詠
者
に
つ
い
て

『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
は
、
計
二
十
九
回
の
後
西
院
和
歌
御
会
が
収
載

さ
れ
て
い
る
。
後
掲
の
〔
表
〕
に
、
二
十
九
回
の
御
会
の
開
催
日
と
御
会
の

種
別
、
出
詠
者
と
歌
数
を
ま
と
め
た
。
上
段
の
御
会
に
は
、
収
載
順
に
１
〜

２９
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。
出
詠
者
名
の
左
は
、
各
御
会
に
お
け
る
歌
数
で

あ
り
、「
出
詠
回
数
」
に
は
、
各
出
詠
者
の
合
計
歌
数
を
記
し
て
い
る
。

〔
表
〕
の
空
白
欄
は
、
出
詠
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ
い
て

六
九



後
西
院

員
丸

近
衞
基

有
栖
川
宮
幸
仁

勧
修
寺
経
慶

烏
丸
光
雄

中
院
通
茂

日
野
資
茂

平
松
時
量

今
城
定
淳

風
早
実
種

山
本
実
富

白
川
雅
喬

裏
松
意
光

穂
波
経
尚

田
向
資
冬

高
野
保
春

櫛
笥
隆
慶

今
城
定
経

日
野
宣
勝

平
松
時
方

石
井
行
豊

飛
鳥
井
雅
豊

桑
原
長
義

隆
庸

1天和二年

九月四日

新院御当座

二十首

21221111111111111

2十月六日御当座

十五首

111111111111111

3十一月七日御当座

二十首

212111111111111111

4十二月十七日御当座

二十首

2111111111111111111

5同日御月次

四十二首

222222222222222222222

6天和三年

正月二十八日

新院御会始

二十一首

111111111111111111111

7二月二十七日御当座

二十首

11111111111111111111

8同日兼日題御前二而

四十首

22222222222222222222

9三月二十一日御会

三十八首

2222222222222222222

10同日御当座

二十首

221111111111111111

11四月二十九日御月次

三十八首

2222222222222222222

12同日御当座

二十首

212111111111111111

13五月十六日御当座

二十首

212111111111111111

14同日四十首22222222222222222222

15閏五月十一日御当座

二十首

2111111111111111111

16同日兼日

四十二首

222222222222222222222

17六月御月次

三十八日

2222222222222222222

18七月二十七日御当座

十五首

111111111111111

19同日二十八首22222222222222

20八月二十九日御月次

二十六首

2222222222222

21同日御当座

十五首

2112111111111

22九月二十七日御会

三十六首

222222222222222222

23同日御当座

二十首

21221111111111111

24十月二十九日御当座

二十首

31211111111111111

25同日三十六首222222222222222222

26十一月二十五日御当座

二十首

212111111111111111

27同日御月次

三十首

222222222222222

28十二月十六日御当座

十五首

111111111111111

29同日御月次

三十首

222222222222222

出詠回数54434444142034274231362913542238363128424131371
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出
詠
者
は
計
二
十
四
人
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
名
前
と
、
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
当
時
の
年
齢
を
掲
げ
る
。

後
西
院
４６
／
員
丸
１１
／
近
衞
基

３５
／
有
栖
川
宮
幸
仁
２６
／
勧
修
寺
経

慶
３９
／
烏
丸
光
雄
３６
／
中
院
通
茂
５２
／
日
野
資
茂
３３
／
平
松
時
量
５６
／

今
城
定
淳
４８
／
風
早
実
種
５１
／
山
本
実
富
３８
／
白
川
雅
喬
６３
／
裏
松
意

光
３１
／
穂
波
経
尚
３７
／
田
向
資
冬
４６
／
高
野
保
春
３３
／
櫛
笥
隆
慶
３０
／

今
城
定
経
２６
／
日
野
宣
勝
３０
／
平
松
時
方
３２
／
石
井
行
豊
２９
／
飛
鳥
井

雅
豊
１８
／
桑
原
長
義
２２

右
の
ほ
か
に
、「
隆
庸
」
と
い
う
人
物
が
い
る
。〔
表
〕
の
１５
「
天
和
三
年

閏
五
月
十
一
日
御
当
座
」
に
、
一
首
出
詠
し
て
い
る
。
こ
の
人
物
の
経
歴
は

不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
櫛
笥
隆
慶
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

出
詠
者
に
つ
い
て
述
べ
る
。
主
催
者
で
あ
る
後
西
院
は
、
全
二
十
九
回
に

出
詠
し
、
計
五
十
四
首
を
残
し
て
い
る
。
後
西
院
と
同
様
、
全
二
十
九
回
に

出
詠
す
る
員
丸
（
員
宮
、
す
な
わ
ち
の
ち
の
八
条
宮
尚
仁
親
王
、
後
西
院
第

八
皇
子
）
は
四
十
三
首
で
あ
る
。
同
じ
く
後
西
院
第
二
皇
子
で
あ
る
有
栖
川

宮
幸
仁
親
王
は
、
二
十
八
回
に
出
詠
し
、
四
十
四
首
で
あ
る
。
田
中
隆
裕

「
後
西
院
の
和
歌
・
連
歌
活
動
に
つ
い
て
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
第
五
三
号

一
九
八
六
年
十
月
）
は
、
後
西
院
の
和
歌
御
会
が
、
自
身
の
皇
子
た
ち
の

「
和
歌
教
育
も
兼
ね
た
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
出
詠
回
数
の
多
さ
は
、

こ
の
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

興
田
吉
従
『
諸
家
家
業
記
』
に
、
当
時
の
「
和
歌
の
家
」
に
、
上
冷
泉
・

飛
鳥
井
・
烏
丸
・
中
院
・
三
条
西
を
挙
げ
て
い
る
。『
新
院
御
会
部
類
集
』

に
は
、
こ
の
「
和
歌
の
家
」
の
飛
鳥
井
雅
豊
・
烏
丸
光
雄
・
中
院
通
茂
が
お

り
、
中
山
冷
泉
家
で
あ
る
定
淳
も
在
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
出
詠
の
多
い
人
物
は
、
近
衞
基

が
二
十
五
回
四
十
四
首
、

平
松
時
量
二
十
九
回
四
十
二
首
、
風
早
実
種
二
十
五
回
三
十
六
首
、
高
野
保

春
二
十
六
回
三
十
八
首
、
平
松
時
方
二
十
九
回
四
十
二
首
、
飛
鳥
井
雅
豊
二

十
五
回
三
十
一
首
、
桑
原
長
義
二
十
五
回
三
十
七
首
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

近
衞
基

、
平
松
時
量
、
風
早
実
種
、
高
野
保
春
は
、
後
西
院
主
催
の
連
歌

御
会
に
も
出
座
し
て
お
り
、
後
西
院
歌
壇
の
主
要
な
構
成
員
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

後
西
院
は
、
後
水
尾
院
の
第
八
皇
子
で
あ
る
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三

七
）
年
十
一
月
十
六
日
に
生
ま
れ
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
年
二
月
二
十

二
日
に
、
四
十
九
歳
で
崩
御
し
た
。
名
は
良
仁
。
父
後
水
尾
院
の
弟
、
高
松

宮
好
仁
親
王
の
跡
を
継
ぎ
、
桃
園
宮
・
花
町
宮
と
称
す
る
。
そ
の
後
、
第
一

一
一
代
天
皇
と
し
て
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
年
か
ら
寛
文
三
年
（
一
六

六
三
）
年
ま
で
十
年
間
在
位
し
、
寛
文
三
年
に
霊
元
院
に
譲
位
し
た
。
霊
元

院
へ
の
中
継
ぎ
の
役
割
を
果
た
し
た
。

前
掲
田
中
隆
裕
論
考
は
、
お
よ
そ
三
十
三
年
間
の
後
西
院
の
文
芸
活
動

を
、
和
歌
と
連
歌
の
両
御
会
の
活
動
状
況
に
よ
っ
て
、「
第
一
期
和
歌
時
代
」

「
第
二
期
連
歌
時
代
」「
第
三
期
並
立
時
代
」
の
三
つ
に
区
分
し
た
。
そ
の
う

ち
、
第
三
期
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
述
す
る
。

和
歌
御
会
は
や
や
遅
れ
て
天
和
二
年
九
月
四
日
の
御
当
座
会
を
皮
切

り
に
十
月
七
日
・
十
一
月
十
七
日
と
興
行
さ
れ
、
十
二
月
に
入
る
と
第

西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ
い
て
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一
期
後
半
の
様
な
月
次
御
会
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
以
降
天
和
三
年
・

同
四
年
即
ち
後
西
院
崩
御
の
前
年
の
貞
享
元
年
十
二
月
十
七
日
ま
で
順

調
に
継
続
し
て
行
き
、
計
四
十
六
回
を
数
え
る
。
こ
の
間
の
天
和
三
年

四
月
に
霊
元
天
皇
と
近
衞
基

と
に
古
今
伝
受
を
授
け
て
い
る
。

こ
の
期
間
の
主
要
な
連
衆
を
あ
げ
た
い
。
第
一
期
か
ら
一
貫
し
て
通

茂
・
保
春
・
時
量
・
実
種
・
隆
慶
ら
が
い
る
。

後
西
院
の
皇
子
で
は
、
第
二
皇
子
幸
仁
親
王
、
ま
だ
童
形
で
貞
享
三

年
に
元
服
す
る
員
丸
の
ち
の
八
条
宮
尚
仁
親
王
達
が
お
り
、
和
歌
教
育

も
兼
ね
た
と
思
わ
れ
る
。

廷
臣
で
は
ま
ず
近
衞
基

を
あ
げ
た
い
。
彼
は
後
水
尾
院
の
皇
弟
信

尋
の
孫
で
、
同
院
皇
女
品
宮
常
子
内
親
王
を
夫
人
と
す
る
後
水
尾
・
後

西
両
院
二
代
に
亘
る
「
寵
臣
」
で
あ
る
。（
中
略
）
貞
享
二
年
か
ら
十

年
前
は
延
宝
三
年
に
あ
た
る
が
、
後
西
院
の
和
歌
御
会
へ
は
延
宝
三
年

か
ら
、
連
歌
の
方
は
延
宝
二
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
座
し
始
め
、
最
後
ま

で
後
西
院
サ
ロ
ン
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

他
に
、
時
量
の
嫡
男
時
方
、
次
男
石
井
行
豊
、
ふ
た
り
と
も
飛
鳥
井

雅
章
女
を
母
と
す
る
。
そ
の
雅
章
の
四
男
雅
豊
も
あ
げ
う
る
。
同
じ
く

歌
人
の
血
を
引
く
裏
松
意
光
は
烏
丸
光
広
の
嫡
男
光
賢
の
次
男
資
清
の

嫡
男
で
あ
る
。
後
西
院
と
同
日
に
古
今
伝
授
を
受
け
た
弘
資
や
亡
き
父

資
慶
の
代
わ
り
に
各
嫡
男
資
茂
・
光
雄
が
出
座
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
若

手
の
連
衆
は
『
資
茂
卿
記
』
等
に
よ
る
と
後
西
院
に
和
歌
指
導
を
仰
い

で
い
た
様
で
あ
る
。

（
田
中
隆
裕
「
後
西
院
の
和
歌
・
連
歌
活
動
に
つ
い
て
」〔『
和
歌
文
学

研
究
』
第
五
三
号

一
九
八
六
年
十
月
〕）

『
新
院
御
会
部
類
集
』
収
載
の
和
歌
御
会
は
、
後
西
院
に
よ
る
和
歌
活
動

の
第
三
期
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
要
な
構
成
員
は
、
お
お
む
ね
つ
ぎ

の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
第
一
期
か
ら
の
古
参
…
中
院
通
茂
・
高
野
保
春
・
平
松
時
量
・
風
早
実
種

・
櫛
笥
隆
慶
…
第
一
期
か
ら
の
古
参

②
後
西
院
皇
子
…
…
…
…
員
丸
（
八
条
宮
尚
仁
親
王
）・
有
栖
川
宮
幸
仁
親

王

③
第
三
期
か
ら
の
新
参
…
近
衞
基

・
平
松
時
方
・
石
井
行
豊
・
飛
鳥
井
雅

豊
・
裏
松
意
光
・
日
野
資
茂
・
烏
丸
光
雄

①
は
、
後
西
院
の
父
後
水
尾
院
に
よ
り
選
ば
れ
た
近
習
で
あ
り
、
後
西
院

の
和
歌
活
動
を
長
ら
く
支
え
て
き
た
人
物
た
ち
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
と
和
歌

を
楽
し
む
一
方
で
、
②
の
皇
子
お
よ
び
③
の
若
手
の
後
継
を
育
成
す
る
目
的

も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
収
載
の
和
歌
御
会
が
、
当
時
の
公
家
社

会
に
お
け
る
和
歌
活
動
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
を
確
認
す
る

た
め
、
古
相
正
美
「
近
世
御
会
和
歌
年
表
」（『
中
村
学
園
研
究
紀
要
』
第
二

七
号

一
九
九
五
年
三
月
）
に
よ
り
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
天
和

三
年
（
一
六
八
三
）
ま
で
に
、
禁
中
・
洞
中
な
ど
で
行
わ
れ
た
全
一
一
四
回

の
歌
会
を
あ
げ
る
。『
新
院
御
会
部
類
集
』
収
載
の
和
歌
御
会
に
は
、
網
掛

け
を
施
し
た
。

七
二



開
催
年
月
日

御
会
名

開
催
年
月
日

御
会
名

開
催
年
月
日

御
会
名

開
催
年
月
日

御
会
名

天
和
二
年
二
月
七
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
九
月
四
日

新
院
当
座

天
和
三
年
三
月
一
六
日

石
清
水
法
楽

天
和
三
年
閏
五
月
一
一
日
新
院
当
座

天
和
二
年
二
月
一
二
日

禁
中

天
和
二
年
九
月
九
日

禁
中
重
陽

天
和
三
年
三
月
二
一
日

新
院
月
次

天
和
三
年
閏
五
月
一
二
日
通
規
卿
亭
内
会

天
和
二
年
二
月
一
二
日

禁
中
御
会
始

天
和
二
年
九
月
九
日

公
宴

天
和
三
年
三
月
二
一
日

新
院
当
座

天
和
三
年
閏
五
月
一
七
日
禁
中
当
座

天
和
二
年
二
月
一
六
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
九
月
一
五
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
三
月
二
二
日

新
院
当
座

天
和
三
年
六
月

新
院
月
次

天
和
二
年
二
月
二
二
日

水
無
瀬
宮
法
楽

天
和
二
年
九
月
二
四
日

禁
中
月
次

天
和
三
年
三
月
二
四
日

禁
中
月
次

天
和
三
年
六
月
一
日

玉
津
島
社
法
楽

天
和
二
年
二
月
二
五
日

禁
中
御
会
当
座

天
和
二
年
一
〇
月
六
日

新
院
当
座

天
和
三
年
三
月
二
四
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
六
月
一
日

住
吉
社
法
楽

天
和
二
年
二
月
二
五
日

聖
廟
法
楽

天
和
二
年
一
〇
月
六
日

新
院
当
座

天
和
三
年
三
月
二
四
日

当
座

天
和
三
年
六
月
一
二
日

新
院
月
次

天
和
二
年
三
月
四
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
一
〇
月
一
六
日
新
院
当
座

天
和
三
年
四
月
二
二
日

古
今
伝
受
竟
宴

天
和
三
年
六
月
二
五
日

聖
廟
法
楽

天
和
二
年
三
月
七
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
一
一
月
七
日

新
院
当
座

天
和
三
年
四
月
二
四
日

禁
中
月
次

天
和
三
年
六
月
二
七
日

公
宴
当
座

天
和
二
年
三
月
一
六
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
一
一
月
一
七
日
禁
中
当
座

天
和
三
年
四
月
二
四
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
七
月
七
日

禁
中

天
和
二
年
三
月
一
六
日

内
裏
当
座

天
和
二
年
一
二
月
一
七
日
新
院
月
次

天
和
三
年
四
月
二
九
日

新
院
月
次

天
和
三
年
七
月
七
日

公
宴

天
和
二
年
三
月
二
四
日

禁
中
月
次

天
和
二
年
一
二
月
一
七
日
新
院
当
座

天
和
三
年
四
月
二
九
日

新
院
当
座

天
和
三
年
七
月
一
七
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
四
月
二
四
日

禁
中
月
次

天
和
三
年
一
月
一
八
日

新
院
（
始
）

天
和
三
年
五
月
四
日

新
院
当
座

天
和
三
年
七
月
二
七
日

新
院
月
次

天
和
二
年
四
月
二
六
日

禁
中

天
和
三
年
一
月
二
三
日

禁
中

天
和
三
年
五
月
一
三
日

禁
中
御
内
会
当
座

天
和
三
年
七
月
二
七
日

新
院
当
座

天
和
二
年
四
月
二
六
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
一
月
二
三
日

禁
中
御
会
始

天
和
三
年
五
月
一
六
日

新
院
月
次

天
和
三
年
八
月
二
一
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
五
月
二
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
一
月
二
八
日

新
院

天
和
三
年
五
月
一
六
日

新
院
当
座

天
和
三
年
八
月
二
七
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
五
月
一
一
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
一
月
二
八
日

新
院
御
会
始

天
和
三
年
五
月
一
七
日

公
起
朝
臣
亭
会

天
和
三
年
八
月
二
九
日

新
院
月
次

天
和
二
年
五
月
一
六
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
二
月
二
二
日

新
院
当
座

天
和
三
年
五
月
二
〇
日

禁
中
御
内
会

天
和
三
年
八
月
二
九
日

新
院
当
座

天
和
二
年
五
月
一
六
日

当
座

天
和
三
年
二
月
二
二
日

水
無
瀬
宮
法
楽

天
和
三
年
五
月
二
二
日

惟
庸
朝
臣
亭
会

天
和
三
年
九
月
二
日

通
茂
卿
内
会

天
和
二
年
五
月
二
四
日

禁
中
月
次

天
和
三
年
二
月
二
四
日

禁
中
月
次

天
和
三
年
五
月
晦

禁
中
御
内
会

天
和
三
年
九
月
九
日

公
宴

天
和
二
年
五
月
二
七
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
二
月
二
五
日

聖
廟
法
楽

天
和
三
年
閏
五
月
二
日

実
業
卿
亭
内
会

天
和
三
年
九
月
一
二
日

竹
内
亭
内
会

天
和
二
年
六
月
二
五
日

聖
廟
法
楽

天
和
三
年
二
月
二
七
日

新
院
月
次

天
和
三
年
閏
五
月
七
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
九
月
一
三
日

禁
中
当
座

天
和
二
年
七
月
三
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
二
月
二
七
日

新
院
当
座

天
和
三
年
閏
五
月
一
〇
日
当
座

天
和
三
年
九
月
二
二
日

園
亭
内
会

天
和
二
年
九
月

禁
中
当
座

天
和
三
年
三
月
七
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
閏
五
月
一
一
日
新
院
月
次

天
和
三
年
九
月
二
三
日

禁
中
当
座

西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ
い
て
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『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
二

十
九
回
は
す
べ
て
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
右
の
う
ち
、
天

和
二
年
十
月
十
六
日
の
「
新
院

当
座
」、
同
三
年
一
月
二
十
八

日
の
「
新
院
」、
同
年
二
月
二

十
二
日
の
「
新
院
当
座
」、
同

年
五
月
十
六
日
の
「
新
院
当

座
」、
同
年
閏
五
月
十
一
日
の

「
新
院
当
座
」、
同
年
六
月
十
二

日
の
「
新
院
月
次
」
の
六
回

は
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
に

収
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

後
西
院
に
よ
る
和
歌
御
会

は
、
天
和
二
年
九
月
以
降
、
ほ

ぼ
毎
月
、
月
次
・
当
座
と
も
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、『
新
院
御

会
部
類
集
』
は
そ
の
記
録
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

第
四
節

収
載
和
歌
御
会
の
位
置
づ
け

『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
収
載
和
歌
御
会
の
位
置
を
知
る
た
め
、
試
み
に
、

１
「
天
和
二
年
九
月
四
日
新
院
御
当
座
」
の
和
歌
（
全
二
十
首
）
を
、『
新

明
題
和
歌
集
』（
宝
永
七
年
刊
）・『
新
後
明
題
和
歌
集
』（
享
保
十
五
年
刊
）

・『
新
題
林
和
歌
集
』（
享
保
元
年
刊
）・『
部
類
現
葉
和
歌
集
』（
享
保
二
十

（
�
）

年
刊
）
と
比
較
し
、
入
集
状
況
を
整
理
す
る
。

つ
ぎ
に
掲
げ
る
の
は
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
の
１
「
天
和
二
年
九
月
四

日
新
院
御
当
座
」
の
本
文
で
あ
る
。
各
和
歌
の
上
に
付
け
た
数
字
は
、
こ
の

御
会
で
の
通
し
番
号
で
あ
る
。〔

〕
内
に
、『
新
明
題
和
歌
集
』・『
新
後
明

題
和
歌
集
』・『
新
題
林
和
歌
集
』・『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
の
歌
番
号
と
異
同

を
記
す
。

天
和
二
年
九
月
四
日

新
院
御
当
座

初
秋
朝

１
こ
ゑ
た
て
つ
朝
け
の
風
も
秋
あ
さ
き
露
の
玉
さ
ゝ
一
夜
二
よ
に

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
１８１０
作
者
「
新
院
」
初
句
「
声
た
つ
る
」
三
句
「
秋
あ

さ
み
」〕野

萩
露

時
量

２
置
露
を
あ
た
ら
と
い
ひ
て
払
は
す
は
す
ゑ
野
の
萩
の
色
を
み
ま
し
や

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
２００１
〕

庭
荻
風

資
茂

開
催
年
月
日

御
会
名

天
和
三
年
九
月
二
七
日

新
院
月
次

天
和
三
年
九
月
二
七
日

新
院
当
座

天
和
三
年
九
月
二
九
日

禁
中
御
内
会

天
和
三
年
一
〇
月
九
日

禁
中
当
座

天
和
三
年
一
〇
月
二
一
日
禁
中
当
座

天
和
三
年
一
〇
月
二
七
日
禁
中
当
座

天
和
三
年
一
〇
月
二
七
日
新
院
当
座

天
和
三
年
一
〇
月
二
九
日
新
院
月
次

天
和
三
年
一
〇
月
二
九
日
新
院
当
座

天
和
三
年
一
一
月
二
四
日
中
院
亭
内
会

天
和
三
年
一
一
月
二
五
日
新
院
月
次

天
和
三
年
一
一
月
二
五
日
新
院
当
座

天
和
三
年
一
二
月
三
日

為
綱
亭
会

天
和
三
年
一
二
月
一
三
日
今
城
中
将
亭
内
会

天
和
三
年
一
二
月
一
六
日
新
院
月
次

天
和
三
年
一
二
月
一
六
日
新
院
当
座

天
和
三
年
一
二
月
二
九
日
聖
廟
法
楽

（
古
相
正
美
「
近
世
御
会
和
歌
年
表
」〔『
中

村
学
園
研
究
紀
要
』
第
二
七
号

一
九
九
五

年
三
月
〕）
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３
軒
ち
か
く
な
と
う
へ
を
き
て
た
ゝ
な
ら
ぬ
秋
の
声
き
く
お
き
の
う
は
風

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
１９８３
〕

夜
鹿

４
妻
恋
の
友
と
し
ら
す
や
小
男
鹿
の
こ
ゑ
き
く
人
も
ひ
と
り
ぬ
る
よ
を

〔『
新
後
明
題
和
歌
集
』
６９１
作
者
「
後
西
院
」
二
句
「
友
と
し
ら
て
や
」、

『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
４０７０
二
句
「
友
と
し
ら
て
や
」「
天
和
二
・
九
・
四
」〕

夕
虫

通
茂

５
我
の
み
の
秋
と
や
か
こ
つ
き
り
�
�
す
う
き
に
は
た
れ
も
た
え
ぬ
夕
を

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
２１２５
〕

山
月

隆
慶

６
雲
霧
を
は
ら
ひ
つ
く
し
て
山
の
は
に
か
せ
を
光
の
月
の
さ
や
け
さ

〔『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
４４３９
作
者
「
隆
尚
」
結
句
「
月
の
さ
や
け
き
〔
さ
〕」

「
同
（
天
和
）
二
・
九
・
四
」〕

浦
月

経
尚

７
月
影
は
な
み
の
千
里
に
住
吉
の
う
ら
の
秋
霧
消
も
の
こ
ら
て

〔『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
４５７５
四
句
「
浦
の
朝
霧
」「
天
和
二
・
九
・
四
」〕

聞
持
衣

実
種

８
今
は
は
や
き
く
も
み
に
し
む
里
人
の
う
つ
あ
さ
き
ぬ
の
声
も
よ
さ
む
に

〔『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
４８９３
四
句
「
打
麻
衣
」「
天
和
二
・
九
・
四
」〕

杜
紅
葉

行
豊

９
ま
た
き
よ
り
時
雨
は
も
り
の
下
か
け
に
染
て
色
こ
き
秋
の
紅
葉
々

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
２６０３
〕

暮
秋
霜

幸
仁

１０
く
れ
て
行
秋
の
か
た
み
の
露
も
い
ま
結
ひ
か
へ
た
る
野
へ
の
は
つ
霜

寄
雲
恋

定
淳

１１
あ
は
れ
わ
か
か
ひ
な
き
名
の
み
立
雲
の
身
は
中
空
に
消
も
果
な
て

〔『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
７８９７
「
天
和
二
・
九
・
四
」〕

寄
雨
恋

定
経

１２
か
な
ら
す
と
契
り
を
き
し
も
徒
に
こ
ぬ
よ
し
ら
れ
て
降
あ
め
そ
う
き

〔『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
７９４８
「
天
和
二
・
九
・
四
」〕

寄
木
恋

宣
勝

１３
つ
れ
な
さ
の
お
な
し
た
く
ひ
に
み
る
も
う
し
か
は
ら
ぬ
軒
の
松
の
み
さ

ほ
を

〔『
部
類
現
葉
和
歌
集
』
８２０６
三
句
「
み
る
も
う
き
」「
天
和
二
・
九
・
四
」〕

寄
草
恋

時
方

１４
う
ら
か
る
ゝ
秋
も
末
野
の
葛
か
つ
ら
た
へ
す
や
風
の
か
へ
す
う
ら
み
に

〔『
新
題
林
和
歌
集
』
７１７８
初
句
「
う
ら
枯
し
」〕

寄
糸
恋

基

１５
我
お
も
ひ
み
た
る
ゝ
い
と
の
す
ち
�
�
を
し
れ
か
し
人
の
う
き
ふ
し
と

た
に

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
３８８５
〕

暁
鶏

幸
仁

１６
一
方
と
聞
し
枕
に
か
す
そ
ひ
て
と
り
の
八
声
に
告
る
あ
か
つ
き

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
４１８８
〕

簷
松

光
雄

１７
い
く
た
ひ
か
紅
葉
に
も
れ
て
軒
の
松
秋
な
き
色
を
あ
き
に
み
す
ら
む

西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ
い
て
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〔『
新
明
題
和
歌
集
』
４１４１
題
「
軒
松
」〕

窓
竹

員
丸

１８
ふ
ら
ぬ
ま
も
雨
か
と
は
か
り
く
れ
竹
の
よ
な
�
�
か
せ
の
窓
を
う
つ
声

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
４１５４
〕

山
煙
家

基

１９
す
む
人
の
あ
り
と
は
か
り
に
朝
夕
の
煙
を
た
え
ぬ
山
辺
を
も
と
へ

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
４０８９
〕

寄
神
祝

保
春

２０
あ
ふ
く
そ
よ
す
ゑ
久
堅
の
天
照
す
神
の
こ
ゝ
ろ
の
く
も
り
な
き
世
を

〔『
新
明
題
和
歌
集
』
４５８８
〕

比
較
し
た
結
果
、
全
二
十
首
の
う
ち
十
九
首
が
入
集
し
て
い
た
。
本
文
に

は
、
漢
字
の
表
記
や
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
に
関
す
る
異
同
が
認
め
ら
れ

た
。「
こ
ゑ
た
て
つ
」→

「
声
た
つ
る
」、「
友
と
し
ら
す
や
」→

「
友
と
し

ら
て
や
」、「
み
る
も
う
し
」→

「
み
る
も
う
き
」、「
う
ら
か
る
ゝ
」→

「
う

ら
枯
し
」
な
ど
、
比
較
的
大
き
な
差
異
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
を
、

多
角
的
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
が
、
後
西

院
が
天
和
二
年
・
天
和
三
年
に
主
催
し
た
和
歌
御
会
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
こ
で
、
後
西
院
歌
壇
に
つ
い
て
考
え
る
。

『
新
院
御
会
部
類
集
』
収
載
和
歌
御
会
か
ら
わ
か
る
後
西
院
歌
壇
の
主
要

な
構
成
員
は
、
後
水
尾
院
歌
壇
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
後
水
尾
院
歌
壇
の
主
要
メ
ン
バ
ー
（
道
晃
法
親
王
・
飛
鳥

井
雅
章
・
日
野
弘
資
・
烏
丸
資
慶
・
中
院
通
茂
）
の
う
ち
の
中
院
通
茂
が
お

り
、
飛
鳥
井
雅
章
の
男
飛
鳥
井
雅
豊
、
日
野
弘
資
の
男
日
野
資
茂
・
外
山
宣

勝
、
烏
丸
資
慶
の
男
烏
丸
光
雄
も
い
た
。
ま
た
、
高
野
保
春
・
穂
波
経
尚
・

勧
修
寺
経
慶
・
平
松
時
量
も
後
水
尾
院
近
習
の
血
脈
で
あ
る
。
後
西
院
歌
壇

は
、
後
水
尾
院
の
歌
壇
を
継
承
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

一
方
で
、
同
時
代
に
併
存
し
た
霊
元
院
歌
壇
に
関
し
て
は
、
前
掲
田
中
隆

裕
論
考
に
、「
霊
元
天
皇
下
に
は
古
今
伝
授
歌
人
の
血
脈
者
以
外
は
、
今
出

川
伊
季
・
柳
原
資
廉
・
庭
田
重
条
・
勘
解
由
小
路
韶
光
と
い
っ
た
父
後
水
尾

院
サ
ロ
ン
出
身
で
は
な
い
別
の
連
衆
が
集
い
、
全
く
別
箇
に
サ
ロ
ン
が
形
成

発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鈴
木
健
一
氏

『
近
世
堂
上
歌
壇
の
研
究

増
訂
版
』（
汲
古
書
院

二
〇
〇
九
年
）
に
は
、

「
霊
元
院
歌
壇
は
中
院
通
茂
・
清
水
谷
実
業
・
武
者
小
路
実
陰
・
烏
丸
光
栄

ら
が
お
り
、
後
水
尾
院
歌
壇
が
整
備
し
た
、
文
芸
サ
ロ
ン
と
し
て
の
堂
上
歌

壇
の
特
質
を
さ
ら
に
拡
充
し
た
と
言
え
る
。」
と
あ
り
、
そ
の
歌
壇
の
独
自

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

後
西
院
歌
壇
が
独
自
に
発
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
後
西
院
が
中
継
ぎ
の
天

皇
だ
っ
た
こ
と
や
、
和
歌
会
に
参
加
し
始
め
る
年
齢
が
十
六
歳
と
決
し
て
早

く
な
か
っ
た
（
霊
元
院
の
場
合
は
、
十
歳
で
和
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
）
こ

と
が
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
く
わ
え
て
、
前
掲
の
田
中
隆
裕
論
考
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は
、

一
体
、
霊
元
院
は
、
在
位
の
少
年
時
代
、
女
色
と
和
歌
に
耽
溺
す
る

傾
向
が
強
く
、
青
年
期
、
古
今
伝
授
後
は
人
員
精
選
の
「
御
内
会
」
と

い
う
歌
道
修
練
御
会
を
興
行
す
る
な
ど
歌
壇
活
動
を
意
欲
的
に
行
う
和

歌
重
視
の
サ
ロ
ン
を
自
ら
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
西
院
崩
御
の
翌
貞
享
三
年
五
月
に
霊
元
院
サ
ロ
ン
で
『
内
侍
所
法

楽
千
首
和
歌
』
と
い
う
大
規
模
な
御
会
活
動
が
興
行
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
連
衆
の
中
に
元
後
西
院
サ
ロ
ン
の
者
達
は
、
基

・
時
方
・
意
光

・
通
茂
・
実
種
・
資
茂
・
光
雄
ら
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

か
ら
十
六
年
後
の
元
禄
十
四
年
九
月
の
二
度
め
の
千
首
興
行
『
太
神
宮

法
楽
千
首
和
歌
』
に
は
、
行
豊
・
雅
豊
・
通
茂
・
と
い
っ
た
歌
人
の
血

脈
者
達
し
か
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
基

や
実
種
ら
多
く
が
い
ま

だ
健
在
で
あ
り
、
結
局
後
西
院
崩
御
以
後
は
新
た
な
サ
ロ
ン
に
加
わ
ら

な
か
っ
た
保
春
も
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
元
禄
十
四
年
の
六
月
五
日
に
、
そ
の
宮
内
卿
保
春
が
関
白
基

を
訪
れ
て
閑
談
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
子
細
難
記
。
大
概
和
歌
・

連
歌
衰
微
之
時
」（
基

公
記
）
と
歎
き
合
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後

水
尾
院
下
、
父
院
と
同
じ
趣
味
に
遊
ぶ
後
西
院
サ
ロ
ン
に
侍
し
た
連
衆

に
と
っ
て
、
霊
元
院
サ
ロ
ン
に
異
質
な
も
の
を
感
じ
、
そ
れ
を
「
和
歌

・
連
歌
衰
微
」
と
彼
ら
の
眼
に
映
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
述
べ
る
。

後
水
尾
院
と
後
西
院
は
、
和
歌
だ
け
で
な
く
、
茶
道
・
華
道
・
香
道
な
ど

に
も
精
通
し
て
い
た
。
諸
芸
を
好
み
、
風
流
を
楽
し
ん
だ
後
水
尾
院
・
後
西

院
と
、
そ
の
一
方
で
、
和
歌
だ
け
を
意
欲
的
に
行
っ
た
霊
元
院
。
こ
の
違
い

が
、
歌
壇
の
状
況
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

後
西
院
は
、
和
歌
史
の
中
で
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
ず
、
研
究
も
進
ん
で
い

る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
和
歌
会
を
開
催
し
、
有
力
な
歌

人
を
輩
出
し
た
こ
と
は
、
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

近
世
和
歌
の
流
れ
は
、
中
世
歌
学
を
継
承
し
た
細
川
幽
斎
の
門
流
か
ら
始
ま

っ
た
と
さ
れ
、
幽
斎
に
古
今
伝
授
を
受
け
た
智
仁
親
王
、
智
仁
親
王
か
ら
受

け
た
後
水
尾
院
が
御
所
伝
受
の
出
発
点
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
流
れ
を

途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
西
院
は
後
水
尾
院
歌
壇
を
引
き
継
い
だ
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
も
、
後
西
院
の
貢
献
度
は
大
き
い
と
考
え
る
。

そ
の
後
西
院
歌
壇
の
一
端
を
反
映
し
た
の
が
、『
新
院
御
会
部
類
集
』
で

あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
同
本
は
、
西
園
寺
実
輔
の
蔵
書
と
思
わ
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
状
況
で
写
さ
れ
、
な
ぜ
後
西
院
歌
壇
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
西

園
寺
実
輔
が
所
持
し
た
の
か
。
解
決
で
き
な
か
っ
た
課
題
は
多
い
が
、
引
き

続
き
考
え
て
い
き
た
い
。

さ
い
ご
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
資
料
が
立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
誇
ら
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
今
後
の

研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
す
る
。

注（
１
）
西
園
寺
公
望
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
松
田
敬
之
『〈
華
族
爵
位
〉
請

西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ
い
て

七
七



願
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇
一
五
年
）、
お
よ
び
『
国
史
大

辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）
引
用
本
文
は
、
妙
法
院
研
究
会
『
妙
法
院
史
料
第
二
巻

尭
恕
法

親
王
日
記
二
』（
吉
川
弘
文
館

一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。

（
３
）
上
野
洋
三
編
『
近
世
和
歌
撰
集
資
料
集
成
』
第
二
巻
「
堂
上
篇
上
」

（
明
治
書
院

一
九
八
七
年
）
を
用
い
た
。

（
な
か
じ
ま
・
ゆ
い
か

二
〇
一
六
年
度
本
学
卒
業
生
）
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